
平成２５年度

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 お茶の水女子大学 機関番号 12611

河村　哲也　　理事、副学長（国際・研究機構長）

３． プログラム    　（ふりがな）

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

はにゅう　さわこ

羽入  佐和子（お茶の水女子大学長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） かわむら　てつや

氏名・職名

ふるかわ　はづき

コーディネーター 氏名・職名 古川　はづき　大学院人間文化創成科学研究科・理学専攻・教授

４． 申請類型 Ｔ ＜複合領域型（横断的テーマ）＞

５．

プログラム名称
「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの
育成

英語名称
Fostering long-term creativity and innovation with science and technology disciplines
based on Ochanomizu spirit "Migakazuba" in the next generation of global leaders

副題
物理・数学・情報の基盤力とチームスタディを基にしたお茶大型理工学ソフトリーダー育成
プログラム

６．
授与する博士
学位分野・名称

理学専攻およびライフサイエンス専攻
博士（理学グローバルリーダー）、博士（工学グローバルリーダー）、博士（学術グローバルリーダー）

７． 主要分科

（① 物理学 （② 計算科学 （③ 材料工学

数学、ゲノム科学、複合化学、機械工学

８． 主要細目

（① （② （③

９． 専攻等名

人間文化創成科学研究科　理学専攻、ライフサイエンス専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

（機関名：お茶の水女子大学　申請類型：複合領域型（横断的テーマ）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの育成）

　　 （ふりがな）

氏名・職名



[採択時公表]

奥村　剛 ｵｸﾑﾗ ｺｳ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授（ソフトマター教育研
究センター長）

ソフトマター
物理学
博士（理学）

担当者専門分野の周辺分野の学生への教
育、フランス等との相互インターンシッ
プ実施

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

（プログラム責任者）

河村　哲也 ｶﾜﾑﾗ ﾃﾂﾔ 理事、副学長（国際・研究機構長） プログラム責任者

数値流体力
学、熱流体物
理学、環境物
理学、自然エ
ネルギー
工学博士

（プログラムコーディネーター）

古川　はづき ﾌﾙｶﾜ ﾊﾂﾞｷ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

物性物理学
博士（理学）

プログラムコーディネーター

鷹野　景子 ﾀｶﾉ ｹｲｺ
副学長、学術・情報機構長(附属図
書館長）

理論化学
理学博士

グローバル女性リーダーの育成、国際
ネットワーク構築、海外派遣と留学生の
研究指導

菅本　晶夫 ｽｶﾞﾓﾄ ｱｷｵ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授（理学部長）

素粒子論
理学博士

副プログラムコーディネーター、リー
ディング大学院支援委員会委員

由良　敬 ﾕﾗ ｹｲ
大学院人間文化創成科学研究科・ラ
イフサイエンス専攻・教授（生命情
報学教育研究センター長）

計算生物学
博士（理学）

研究室ローテーションの受け入れ、プロ
グラム内教養講義担当、プログラム履修
学生のメンター、プログラム運営委員

小林　功佳 ｺﾊﾞﾔｼ ｶﾂﾖｼ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授（理学専攻長）

物性物理学
博士（理学）

理学専攻長としての本プログラムの円滑
な実施を可能にするための役割

伊藤　貴之 ｲﾄｳ ﾀｶﾕｷ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授（シミュレーション科
学教育研究センター長）

情報科学
（可視化・メ
ディア処理）
博士（工学）

情報科学を基としたPBTSの実践指導、海
外との連携促進

郡　宏 ｺｵﾘ ﾋﾛｼ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

非線形物理
学・複雑系科
学
博士（理学）

物理・数学・情報をつなぐPBTSの実践指
導

半田　智久 ﾊﾝﾀﾞ ﾓﾄﾋｻ 教育開発センター・教授
知能環境論
文学修士

新しい博士課程教育モデルの開発研究な
らびにその実践

小口　正人 ｵｸﾞﾁ ﾏｻﾄ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

ネットワーク
コンピュー
ティング・ミ
ドルウェア
博士（工学）

情報科学におけるシステム・ネットワー
ク領域の素養を持つ学生の育成

近藤　敏啓 ｺﾝﾄﾞｳ ﾄｼﾋﾛ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

界面物理化学
博士（工学）

院生受入れとその研究指導担当、イン
ターンシップ先の受入れ、産業界ニーズ
に関するアドバイザー

椎尾　一郎 ｼｲｵ ｲﾁﾛｳ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

ヒューマン・
コンピュー
タ・インタラ
クション
(HCI)
工学博士

生活とコンピュータをテーマにした産・
学・海外大学連携による教育研究指導

曺　基哲 ﾁｮｳ ｷﾞﾁｮﾙ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

素粒子物理学
理論
博士（理学）

院生受け入れとその研究指導担当

（機関名：お茶の水女子大学　申請類型：複合領域型（横断的テーマ）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの育成）



[採択時公表]

非可換確率論
工学博士

塚田　和美 ﾂｶﾀﾞ ｶｽﾞﾐ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

微分幾何学
理学博士

院生受け入れとその研究指導、リーダー
シップ教育

出口　哲生 ﾃﾞｸﾞﾁ ﾃﾂｵ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

物性基礎論・
統計力学・数
理物理・高分
子物理学
博士（理学）

国際的でグローバルな研究者の社会で通
用する女性研究者の育成

山田　眞二 ﾔﾏﾀﾞ ｼﾝｼﾞ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

有機化学
工学博士

化学を基にしたPBTSの実践指導

吉田　裕亮 ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｱｷ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・教授

北島　佐知子 ｷﾀｼﾞﾏ ｻﾁｺ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

量子情報理
論、非平衡統
計力学
博士(理学）

領域横断型研究指導担当

工藤　和恵 ｸﾄﾞｳ ｶｽﾞｴ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

統計物理学
博士(理学）

院生受け入れとその研究指導担当
院生及び教員のカウンセリング担当

桒田　和正 ｸﾜﾀﾞ ｶｽﾞﾏｻ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

確率論
博士（情報
学）

分野を横断する俯瞰力の開発担当

棚谷　綾 ﾀﾅﾀﾆ ｱﾔ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

有機化学、医
薬化学
博士（薬学）

分野を横断するPBTSの実践指導

萩田　真理子 ﾊｷﾞﾀ ﾏﾘｺ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

離散数学
博士（理学）

大学院生受け入れとその研究指導担当

森　寛敏 ﾓﾘ ﾋﾛﾄｼ
大学院人間文化創成科学研究科・理
学専攻・准教授

理論化学・計
算化学・量子
化学
博士（工学）

化学をベースに分野を横断するPBTSの実
践指導

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

河野　能知 ｺｳﾉ ﾀｶﾉﾘ
お茶大アカデミック・プロダクショ
ン・助教

素粒子物理学
実験
博士（理学）

PBTSを実践する院生受け入れとその研究
指導

太田　裕治 ｵｵﾀ ﾕｳｼﾞ
大学院人間文化創成科学研究科・ラ
イフサイエンス専攻・教授（ライフ
サイエンス専攻長）

医用工学・福
祉工学
博士（工学）

ライフサイエンス専攻長としての本プロ
グラムの円滑な実施を可能にするための
役割

香西　みどり ｶｻｲ ﾐﾄﾞﾘ
大学院人間文化創成科学研究科・ラ
イフサイエンス専攻・教授（自然・
応用科学系長）

調理科学
博士（学術）

調理科学を基にした分野を横断する俯瞰
力の育成

千葉　和義 ﾁﾊﾞ ｶｽﾞﾖｼ

大学院人間文化創成科学研究科・ラ
イフサイエンス専攻・教授（サイエ
ンス＆エデュケーションセンター
長）

発生生物学・
科学教育
理学博士

プロジェクト・ベースド・チーム・スタ
ディ指導者

松浦　悦子 ﾏﾂｳﾗ ｴﾂｺ
大学院人間文化創成科学研究科・ラ
イフサイエンス専攻・教授

遺伝学
理学博士

分野を横断する俯瞰力の教育開発担当

高畑　尚之 ﾀｶﾊﾀ ﾅｵﾕｷ 総合研究大学院大学・学長
理論集団遺伝
学
理学博士

プログラムのアドバイザリーボードメン
バー
外部評価担当

田村　義保 ﾀﾑﾗ ﾖｼﾔｽ
大学共同利用機関法人 情報・シス
テム研究機構統計数理研究所・教授

計算統計学
理学博士

博士課程院生の計算統計学に関するアド
バイザー

情報と数学をつなぐPBTSの実践指導

グローバルな視点からの院生に対する教
育および研究指導根本　香絵 ﾈﾓﾄ ｶｴ

大学共同利用機関法人 情報・シス
テム研究機構国立情報学研究所・情
報学プリンシプル研究系教授

（機関名：お茶の水女子大学　申請類型：複合領域型（横断的テーマ）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの育成）

量子情報・量
子物理学
博士（理学）



[採択時公表]

徳宿　克夫 ﾄｸｼｭｸ ｶﾂｵ
大学共同利用機関法人　高エネル
ギー加速器研究機構　素粒子原子核
研究所・教授

素粒子物理学
実験
理学博士

PBTSを実践する院生の研究指導担当

重力波天文学
博士(理学)

大学院生の受け入れと研究指導

岡田　安弘 ｵｶﾀﾞ ﾔｽﾋﾛ
大学共同利用機関法人 高エネル
ギー加速器研究機構・理事

素粒子理論お
よび国立研究
機構の運営
理学博士

プログラムのアドバイザリーボードメン
バー、プログラムの外部評価委員

安東　正樹

五條堀　孝 ｺﾞｼﾞｮｳﾎﾞﾘ ﾀｶｼ
大学共同利用機関法人　情報・シス
テム研究機構　国立遺伝学研究所・
教授

ゲノム進化学
理学博士

研究室ローテーション受け入れ先および
集中講義の担当、プログラムに対する外
部評価委員

花栗　哲郎 ﾊﾅｸﾞﾘ ﾃﾂｵ
独立行政法人理化学研究所　創発物
性計測研究チーム チームリーダー

低温物性
博士（工学）

分野を横断する俯瞰力の開発担当、院生
受け入れとその研究指導担当

多々良　源 ﾀﾀﾗ ｹﾞﾝ
独立行政法人理化学研究所　創発物
性科学研究センター スピン物性理
論研究チームチームリーダー

物性理論
博士（理学）

物性物理学を基にした幅広い視野をもつ
リーダーの育成

瀧宮　和男 ﾀｷﾐﾔ ｶｽﾞｵ
独立行政法人理化学研究所　創発物
性科学研究センター グループディ
レクター

有機機能化学
博士（工学）

院生の受け入れと研究指導

杉田　有治 ｽｷﾞﾀ ﾕｳｼﾞ
独立行政法人理化学研究所　主任研
究員

生体分子シ
ミュレーショ
ン
博士（理学）

研究室ローテーション受け入れ先および
集中講義の担当、プログラムに対する外
部評価委員

吉武　道子 ﾖｼﾀｹ ﾐﾁｺ

独立行政法人物質・材料研究機構
MANA-ナノマテリアル分野 ナノエレ
クトロニクス材料ユニット 半導体
デバイス材料グループ   MANA研究
者

応用物理学
博士（工学）

分野を横断する俯瞰力の開発担当、イン
ターンシップの受け入れ

永崎　洋 ｴｲｻｷ ﾋﾛｼ

独立行政法人産業技術総合研究所
電子光技術研究部門　超伝導エレク
トロニクスグループ　研究グループ
長

固体物理実験
博士（工学）

院生受け入れ・研究指導（高温超伝導に
関する実験的研究）

Dmitri Fedorov ﾄﾞﾐﾄﾘ ﾌｪﾄﾞﾛﾌ
産業技術総合研究所　ナノシステム
研究部門　主任研究員

計算科学
化学博士

インターンシップの受け入れ

河野　秀俊 ｺｳﾉ ﾋﾃﾞﾄｼ
独立行政法人日本原子力研究開発機
構　分子シミュレーション研究グ
ループ　グループリーダー

生物物理、計
算科学
博士(農学)

研究室ローテーション（インターンシッ
プ）受け入れ先

久保田　伸彦 ｸﾎﾞﾀ ﾉﾌﾞﾋｺ
株式会社IHI　 総合開発センター
化学システム開発部 部長

固体物理
博士（工学）

院生のインターンシップ受け入れおよび
講義担当

野崎　華恵 ﾉｻﾞｷ　ﾊﾅｴ
株式会社東芝　研究開発センター
主任研究員

情報セキュリ
ティ分野
理学博士

院生のキャリア開発支援および産業界が
必要とするイノベーションに関するアド
バイザー

菅谷　綾子 ｽｶﾞﾔ ｱﾔｺ
株式会社ニコン　経営企画本部系企
画部

経営企画、光
計測
博士（工学）

産業界のニーズに関するアドバイザー、
グローバル女性リーダー育成担当、

Luis López-Remón ﾙｲｽ ﾛﾍﾟｽ ﾚﾓﾝ
Lanxess GmbH・Senior Vice
President

General
Management
Master
degree

 Mentor and advisor of students and
Member of the program assessment
committee

（機関名：お茶の水女子大学　申請類型：複合領域型（横断的テーマ）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの育成）

PBTSを実践する院生の教育および指導

研究室ローテーション受け入れ先および
集中講義の担当、プログラムに対する外
部評価委員

東京大学・大学院理学系研究科、国
立天文台・重力波プロジェクト推進
室・准教授

佐藤　一郎 ｻﾄｳ ｲﾁﾛｳ
大学共同利用機関法人 情報・シス
テム研究機構国立情報学研究所・
アーキテクチャ科学研究系・教授

所属(研究科・専攻等)・職名

計算機科学
博士（工学）

加藤　晃一 ｶﾄｳ ｺｳｲﾁ
大学共同利用機関法人　自然科学研
究機構　分子科学研究所　教授

糖タンパク質
の構造生物学
理学博士

ｱﾝﾄﾞｳ ﾏｻｷ

現在の専門
学位

役割分担
(平成２６年度における役割)
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氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢
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青山　美奈 ｱｵﾔﾏ ﾐﾅ
株式会社ブリヂストン　タイヤ品質
保証本部材料・調達品品質保証部
主任部員

社内品質保証
体制強化・社
内及び取引先
QA監査
理学修士

産業界のニーズに関するアドバイザー，
コミュニケーション能力開発担当

小嶋　美代子 ｺｼﾞﾏ ﾐﾖｺ
株式会社日立ソリューションズ　ダ
イバーシティ推進センタ部長代理

ダイバーシ
ティマネジメ
ント
専門士（工
業）

産業界の視点から見た女性活躍推進およ
び人材育成全般に対するアドバイザー

内永　ゆか子 ｳﾁﾅｶﾞ ﾕｶｺ
ベルリッツコーポレーション・名誉
会長

グローバル経
営、研究開発
製造マネージ
メント
理学士

プログラムのアドバイザリーボード、外
部評価担当

萩原　貴子 ﾊｷﾞﾜﾗ ﾀｶｺ
ソニー株式会社　グローバル人材開
発部門 ダイバーシティ開発部統括
部長

ダイバーシ
ティ開発
グローバル人
材開発
法学士

女性リーダー育成教育アドバイザリー・
ボードへの参画

小西　雅子 ｺﾆｼ ﾏｻｺ
WWFジャパン　自然保護室室次長
兼　気候変動・エネルギープロジェ
クトリーダー

気候変動の国
際交渉、気候
変動とエネル
ギー政策
公共政策学修
士（MPA）

女性リーダー育成教育アドバイザリー・
ボードのコアメンバーとして、グローバ
ルリーダー育成プログラム策定に協力

宮井　真千子 ﾐﾔｲ ﾏﾁｺ
パナソニック株式会社　役員　Ｒ＆
Ｄ本部　未来生活研究担当

家電の研究開
発
家政学士

産業界から見たグローバル人材育成およ
び女性のキャリア開発に関するアドバイ
ザー

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

Steven Hayward ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ ﾍｲﾜｰﾄﾞ
University of East Anglia,
Senior Lecturer

Computationa
l Biology
Ph.D.

Advisor for PhD student internship
Non-Japanese advisor of the program
for leading graduate school

David Quéré ﾀﾞﾋﾞｯﾄﾞ ｹﾚ
ESPCI & Ecole polytechnique,
Professor

Physics and
Mechanics of
Interfaces
Prof. Dr.

Supervisor and advisor for students
and professors from Ochanomizu

Nicolas ELLIS ﾆｺﾗｽ ｴﾘｽ
CERN・Leader of ATLAS Trigger
and Data Acquisition Group

High-Energy
Physics
Ph.D.

Supervisor and advisor for students
and professors from Ochanomizu

David Alan Tennant ﾃﾞﾞﾋﾞｯﾄﾞ ｱﾗﾝ ﾃﾅﾝﾄ
Helmholtz Center Berlin,
Professor

Neutron
scattering
and
magnetism
Ph.D.

Supervisor and advisor of students
and professors from Ochanomizu

Shixia Liu ｼｼｱ ﾘｳ
Microsoft Reseach Asia, Lead
Researcher

Information
visualizatio
n, Visual
analytics
Ph.D.

Supervisor and advisor for students
and professors from Ochanomizu

平野　未来 ﾋﾗﾉ ﾐｸ Spicy Cinnamon, Pre. Ltd.　CEO
インターネッ
トビジネス
修士（工学）

産業界の視点に基づくグローバル人材育
成および起業に対するアドバイザー

小林　洋子 ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳｺ NTT Com チェオ 代表取締役社長
企業経営
法学士

理系女性人材育成アドバイザー、アドバ
イザリーボードメンバー

（機関名：お茶の水女子大学　申請類型：複合領域型（横断的テーマ）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グローバルリーダーの育成）



（機関名：お茶の水女子大学 申請類型：複合領域型（横断的ﾃｰﾏ） ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「みがかずば」の精神に基づきｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを創出し続ける理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰの育成） 
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リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

概 要 

日本の持続的発展のためにはイノベーションを創出し続けることが必要不可欠である。一方、少子

高齢化社会においては「女性の活用は成長戦略の中核をなす」といわれる。このような状況の下に本

プログラムでは、特に女性人材が不足している理工系分野（物理、情報など）において、物理・数学・

情報を基盤的な素養として持ち、そのため社会の様態やニーズの変化に即応でき、必要なイノベーシ

ョンを創出し続けることのできる高い柔軟性をもった、グローバルに活躍できる女性人材を、お茶大

をハブにして、産学官が協働して養成する。 

そのために教育目標を、確固たる基礎力の獲得、および実社会における研究開発のイノベーション

と異分野協働におけるリーダーシップの涵養におく。そして、後者については、効果的なプロジェク

トマネジメントとチームワーク研究によって実践的に達成していく教育手法Project Based Team

Study（PBTS）をプログラムの基幹に据える。さらに、多文化共生のグローバル社会においてソフトな

リーダーシップが発揮できるよう、本プログラム独自のコースワークによりI.俯瞰的に統合・分析す

る力、II.人間力、III.アピール力と言語・交渉力、IV.異文化に対する理解と日本人としてのアイデ

ンティティ、V.情報発信や情報収集に不可欠なIT技術等を、5 年間を通して高めていく。なお、本プ

ログラムは理学専攻とライフサイエンス専攻が協働し、副専攻の新設によって実施する。

特 色 

1. 社会の変化に強い基礎力の重視：主言語を英語にした物理、数学、情報を基盤科目に据え、加え

て科学英語や表現技法、キャリア教育科目、リーダー教育科目、博士課程LA科目（哲学・倫理等）

を 5年一貫で学修し、国際的に通じる基礎力をもった博士人材を養成する。

2. Project Based Team Study（PBTS）への挑戦：PBLをグループ学習からチーム研究に深化させたPBTS

を実践する。すなわち、異なる分野の異質な学生がプロジェクトチームを編成し、産学官の連携に

より、超領域的、融合的、総合的な課題を発見し、解決していく自主協働研究を行い、最終的に共

著の副博士論文を作成する。

3. 厳正な成果評価と学修支援システムの開発/公開：functional strictGPAとルーブリック評価に基

づく各種Qualifying Examination（QE）を反復実施し、厳正、緻密に学修成果を評価する。それを

可能にする 3種の学修関連システム（①大学院学修評価、②スタディポートフォリオ、③スタディ

コモンズ活用）を開発し、事業終了後にそれらを希望する他大学に無償提供する。

4. 産学官の連携：産・学・官（総研大、理研、情報研、統数研、分子研、高エネ研、産総研、ソニ

ー、ＩＨＩ、東芝、ニコンおよび海外の著名な研究機関等）から多彩な人材をプログラム担当者や

アドバイザリーボードに迎え、お茶大がハブとなり産学官の緊密な連携の下に、学位プログラムを

実施し、博士人材の社会への進出を促進させる。

5. 豊富なローテーション先：上記の著名連携機関において研究室のローテーションを行う。

6. 蓄積した知的資産の活用：本学で開発した女性人材育成のノウハウならびに現在進行中の関連事

業（下記の優位性に記載）の成果を最大限に利用する。産学官においてリーダーとして活躍中の卒

業修了生を積極的に活用する。

7. 附属学校園の活用：同一キャンパス内の附属学校園を活用してアウトリーチの実践を行う。

8. 学長主導の全学を挙げたサポート体制：実施期間中の大学による全面的な支援と事業終了後の継

続性を保証する。 

優  位  性 

本学は、校歌に謳われた「みがかずば」精神にもとづき女性リーダー育成を行ってきた。特に、理
系分野には、多くの優れた女性研究者や高度職業人を育成し、産・学・官に輩出してきた伝統と実績
がある。この「みがかずば」の精神は、原石（自己）を磨くことにより、自己と他者、ひいては世界
に変革をもたらすものであり、まさにイノベーション創出の精神に他ならない。本プログラムでは、
リーダー育成教育の基盤となったジェンダー研究センター、リーダーシップ養成教育研究センターで
の長年にわたるリーダー育成に関する知的資産を活かすことができる。

さらに、これまで本学で行われてきた「生命情報学を使いこなせる人材育成事業（平成 17年度〜、
副専攻により実施）」、「理数学生応援プロジェクト（平成 21〜24年度）」、「ポストドクターキャリア開
発事業（平成 23 年度〜）」、および「グローバル人材育成推進事業（全学推進型）（平成 24 年度〜）」
で培ってきた教育実績を活用することで、本学位プログラムに設定した高い目標を達成できる点が優
位性としてあげられる。加えて、小規模大学の利点を活かし学長の強いリーダーシップのもと、全学
を挙げてのサポートが可能である。 
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学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

 
 



機 関 名 お茶の水女子大学 

プログラム名称 
「みがかずば」の精神に基づきイノベーションを創出し続ける理工系グロ

ーバルリーダーの育成

［採択理由］ 

女性の社会参画は日本社会の要請であり、また将来に関わる最重要課題である。中でも

我が国で最も欠けていた物理・数学・情報の基盤力を身につけた理工系女性の活動を一層

推進するべく、グローバルリーダー養成プログラムとして、学長のリーダーシップのもと

で、真正面から取り組もうとしている点は高く評価できる。

特にめざす人物像が企業で即戦力になるリーダー養成である点が明確で、カリキュラム

もそれとよく整合性が取れている。企業においてチームで協働できる資質は極めて重要で

あるが、チーム力涵養のために Qualifying Examination にチーム GPA を設定し、チーム

ワークポートフォリオシステムという興味深いアイディアを編み出すなど工夫がなされて

いる。課題設定とその対処として、特に複合能力を身に付けるための具体的なプログラム

（PBL から PBTS（Project Based Team Study）への発展等）の工夫もみられ、優れたプ

ログラムとなっている。
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